
 

 

 「より良い自分らしさ より良い学級・学年らしさ」 
を実感する 2学期 

 
 「思いをもち 挑戦する夏休み」をテーマに取り組んだ 33 日間の夏休みが終わり、学校に元気な子

供たちの声がもどってきました。子供たちの充実した夏休みを支えていただいた保護者や地域の皆様に

感謝申し上げます。 

今年の夏はとても暑い日が続き、体調管理が大変だったと思います。気象庁の予報によると、この先

10 月にかけても全国的に気温は平年より高く推移し、残暑の厳しい日が多くなりそうです。夏の疲れ

が溜まってきている時期に、厳しい暑さが続きますので、引き続き子供たちの体調管理をお願いし

ます。 

本日から、80 日間の２学期がスタートします。子供たち一人ひとりが、「より良い自分らしさ より

良い学級・学年らしさ」を実感する２学期になるように、全職員で支援していきます。 

≪始業式で子供たちに伝えたこと（一部割愛）≫ 

 

 

重点目標「思いをもち 挑戦しよう」 

心のチャンピオン 
小笠東小学校 

学校だより 2学期開始号 

令和 7年 8月 27日 

←東小ニュースも

見てください 



 

≪日本の子供たちの表れから考える≫ 

〇自己肯定感 

国立青少年教育振興機構が日本、韓国、中国、米国の高校生を対象に行った意識調査では、

「私は価値のある人間である」という質問に「YES」と答えた日本の高校生は 44.9%にとどまり

ました。これに対し、韓国は 83.7%、中国は 80.2%、米国は 83.7%と、日本は突出して低い結果

となっています。 

〇主体性 

内閣府が実施した「我が国と諸外国の若者の意識に関する調査」では、日本は諸外国に比べ

て子ども・若者の主体性が低いことが指摘されています。この調査結果は、第一生命経済研究

所のレポートでも引用されており、日本の教育における主体性を育む対策の必要性が述べられ

ています。 

マズローはアメリカの心理学者

で、人間の欲求階層を主張した学

者です。右の図がマズローの欲求

階層です。低次の欲求が満たされ

るごとに、もう１つ上の欲求をも

つようになるという説を唱えまし

た。              

今年の東小の重点目標は、「思

いをもち 挑戦しよう」です。私

たちは、『自分から 自分たち

で』主体的に取り組む子になって

欲しいと願っています。「できる

ようになりたいな。」「よし、や

ってみよう。」「がんばるぞ。」

これらは自己実現の欲求（思い）が大切です。このような意欲（思い）をもつ子になるため

には、下の欲求が満たされなくてはなりません。 

「空腹ではない。」「睡眠がとれている。」＝生理的欲求が満たされている。 

「いじめや虐待を受けていない。」＝安全の欲求が満たされている。 

「自分は大切にされている。」「大切にしてくれる人がいる。」＝所属・愛情の欲求が満

たされている。 

これらの基本的な欲求が満たされていることが大切です。これらの基本的な欲求の充足は、

学校だけではできません。皆様の御協力が不可欠です。家庭・地域・学校で「すごいね。」

「がんばったね。」と認め励まし、褒めることで承認の欲求が満たされ、新しいことへ挑戦

する自己実現の欲求（思い）が湧き上がってきます。 

自己実現の意欲（思い）をもてば、子供たちは、ぐんぐん『自己肯定感・主体性』を伸ばし

ていくことでしょう。２学期も、子供たちの健やかな成長に向けて、御協力をお願いします。 

子供たちの頑張り、挑戦する姿を、「東小ニュース」で掲載していきます。親子で東小ニュ

ースを見てください。写真を見ながら、お子さんの頑張り、挑戦を認め、励ましてください。 

多くの写真を掲載する関係で、東小ニュースは、約 1週間で削除していきます。 

お知らせ 

 昨年度途中から、子育てのためお休みをしていた落合悠生教諭が、８月１日から復帰しま 

した。 

 ２学期以降、星組の授業を行っていきます。 

 


